












































































て調査したところ、表面二カ所の満月形から日像・月像が確認され ことに拠るものである。論文「日像・月像の変遷」において、これまでの日中における大方 研究をまとめ、巻末に「表１：中国の 月像の変遷」一〇六例、 「表二：朝鮮半島の日 の変遷」二五例、 「表三：日本 日月変遷」二五例、合計一五六もの例を挙げ、さらにこれらを 図一」および「図二」において、紀元前二世紀から一三世紀まで一〇〇年を単位に非常に明瞭な図像を示され われわれに大きな示唆を与えられたものであった。これらの精緻な分析をもとに、収集した文献および資料に基づき、 「れら中国南方起源の神話は中国全土 つながり、様々な思想と融合し、意味づけがなされ、様々な対象に表された。しかし、基本的 は日月像は天界あるいは神仙界の一部を表現したもので、多くの場合墳墓の壁画など葬送に関わ ものに表 埋葬された人物 死後の世界での安穏を願う意






の発展に伴い、 「日月像はその星宿図中の太陽と月 表現にも取り入れられ」 、 「後漢時代の四川地方において日月像を腹部にもった人面烏身の羽人の画像磚が数多く」 また河南省南陽地方では 輪を腹部に持つ陽 というも が画像石に表される」と時代の推移 ともに変化する姿を紹介し、さらに西王母
･
東王公信仰と結びつき、四川省や山東省の画像石には、西




































論じられ、このモチーフが殷 青銅器に刻まれた饕餮紋に引き継がれ、さらに殷代の甲骨文における最高神・帝となり、周代の天の概念 発展すると説かれた。 （ 「中国の太陽（神）祭祀の諸類型―象徴とし の太陽―」 ）　
鳥が運ぶ太陽神による天上の神格が天帝思想に収斂する中で、殷から周































池田地久氏著『訳注「淮南子」 』において、 「本書の編纂の開始は、景帝が崩御した前一四一年、完成は武帝即位 翌年（前一三九年）である」
（８）
とさ





































































　『佩文韻府』は「座也、 『説文』踞也」といい、 『説文』蹲は「踞也」とし、踞は「蹲也」とい 。梁・顧野王撰『大広益会玉篇』 （玉篇）も「説文云踞也」と『説文』 同様であるが 踞については 「大戴礼曰獨処而踞踞蹲也」とある。踞はうずくまることをさしている。　このほかの多くの辞書類も同様「うづくまる」が第一義である。このこ



















































































































































とする）に⑯「孔子、聞之曰、神亀知吉凶、而骨直空枯、日為徳、而君於天下、辱於三足之烏、月為刑而相佐、見食於蝦蟇」と 、孔子の博識を援用し太陽は徳を以て天下に臨んでいるが、三足の烏に辱められている（いろいろな例を挙げ、結局） 、天下にはいろいろな階級が有り、物は不完全でも生成されると言っている。但し、滝沢 太郎『史記会注考證』では、 「惟（褚少孫の）語は多く勃謾で訓じられず ・・・・辱于三足之烏、月食于蝦蟇孔子寧有斯語・・」 孔子が何でこのようなことを言おうか 発言自体を否定している。　
結局、 『淮南子』以外には、日中の三足烏が行動している姿を想起させ





















































































あり、羿には古代尭以前の羿と尭時代の有窮の后羿とは別人であ といっている。ここでは九日を落とし九烏を落としたという説があ こと確認したい。 『太平御覧』巻九二〇・羽族部七・烏 条に⑱「淮南子曰堯時十日並出 堯命羿仰射十日、中其九、烏皆死、堕其羽翼」とある。 「巻四・墜形訓 」⑲「扶木在陽州、日之所俯（てらす） （注略） 、建木在都広（注略） （中略）若木在建木西、末有十 、其華照下地」とあり、若木の末端に十日あり、蓮華の花のようで光っているという。「巻六覧明訓」に
⑳「譬若羿請不死之薬於西王母、姮娥竊以奔月」とあり、これは月像に関わる有名な噺である。「巻八・本経訓」に㉑「逮至堯時、十日並出、焦禾稼殺草木、而民無所食、 （中略）堯乃使羿誅鑿歯於疇華之野 殺九嬰於凶水之上、繳大風於青邱之澤
 （注略） 、上射
十日而下殺揳貐・・ （後略） 」とあり、有名な一節であるが、十日の出現とそれにより の稼ぎも途絶え、怪獣が跋扈するようになり、堯 羿に命じて南方の野にて十日を射て、地上の を退治し、それ よ は天子となるとあり、本文 は いが、高誘はここで「羿射去九日」と注をす 。　
以上①から㉑までの資料からは十日に烏が棲み（②、③では否定） 、⑥
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